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［要旨］ 発表者は、子どもの有り様とその環境のうち科学に関係する部分を「子どもの科学文

化」として対象化している。観光人類学におけるいくつかの概念を通してこれを見つめてみると、

これまで気づかなかった特徴が浮き彫りにされてくる。 
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はじめに 
「かがく」についての子どもの見方は、ど

のように形成されていくのであろうか？ ま

た、どのようなイメージとして「科学」は定

着していくのであろうか？ 発表者による一

連の研究主題は、現在「子どもの科学文化」

として、「科学教育の文化研究」運動

（Culture Studies in Science Education）に居場

所を見いだしている。これらの問いへのアプ

ローチは、現在の子どもとその周辺を正視す

るのも一つの方法であるし、自分史からアプ

ローチする方法もある（大辻 2003）。 
科学教育を Border crossing としてみる見方

や（Aikenhead 1996）異文化体験としてみる

見方がある（大辻・赤堀 1993 など）。異文化

体験としてみるのであれば、文化人類学の一

領域である観光人類学という分野に目を転じ、

そこで議論されている諸概念に照らし合わせ

て、科学教育という営みを見つめ直してみる

作業も、一つのアプローチとして成り立つで

あろう。ここでは、観光人類学のいくつかの

概念を借りて、我が国における、科学に関連

した子どもの諸現象を眺めてみる。 
観光人類学でのいくつかの概念 
紙面の都合上詳細は省くが、観光人類学に

は表１のような概念がある（Graburn 1976; 江
淵 2000:198-199）。これらを下敷きにして、

あるいは眼鏡として、科学教育に関する諸現

象を見つめてみる。 
青少年のための科学の祭典 
見つめる対象の一つとして、1992 年より始

まった「青少年のための科学の祭典」をとり

あげる（Otsuji, et al. 2005a; 品田 2002）。この

運動はすでに全国に展開し、総来場者数は

350 万人を超え（表２）、我が国における

PUS 活動のうち最大の運動といえるであろう。 

表１ 観光人類学でのいくつかの概念 
Fine art 芸術のための芸術（美術） 
Folk art 一般庶民が生活のために造りだ

した芸術的作品（民芸） 
Ethnic art 「仲間内」で使用し鑑賞するた

めの手作りの作品（Folk art）
がエスニック・アイデンティテ

ィを維持し外部に向かって表明

するための表徴として重要な意

味を持つ場合。民俗文化的・民

族的真正性をもつ 
Tourist art/Airport art 仲間内で評価され

なくても「よそ者」を喜ばせ現

金収入とするために、よそ者の

好みに合わせて作られる。多少

自嘲・軽蔑が込められている。

 
表２ 「青少年のための科学の祭典」来場者

数［人］ 
年度 来場者 累積 
1992 15,698 15,698 
1993 42,334 58,032 
1994 62,716 120,748 
1995 101,042 221,790 
1996 220,218 442,008 
1997 233,837 675,845 
1998 334,146 1,009,991 
1999 304,524 1,314,515 
2000 445,375 1,759,890 
2001 487,625 2,247,515 
2002 430,267 2,677,782 
2003 454,676 3,132,458 
2004 466,623 3,599,081 

 
クリフォードによる「芸術＝文化システム」 
クリフォードは、authentic – inauthentic と

masterpiece – artifact という 2 つの軸で文化の



芸術性について図式化している（Clifford 1988 
図１）。当日の発表では、この図に「青少年

のための科学の祭典」等を載せ、論じる。 

図１ 芸術＝文化システム（Clifford 1988 よ

り 一部スペースの都合により省略） 
 
おわりに 
何気なく見ていた現象も、何かしらの理論

的枠組みが与えられると、それまでとは違っ

た見方が可能になる。本発表は、観光人類学

という別領域のいくつかの概念を通してみる

と、科学に関係する子どもの文化現象（具体

的には「青少年のための科学の祭典」など）

が、これまでとは違った見方ができるように

なる、という指摘である。新しい見方を加え

ることによって、説明範囲が拡大したり、腑

に落ちる解釈が少しでも生じれば、そうする

ことの価値がある。観光人類学のいくつかの

概念を下敷きにした今回の提案は、子どもの

科学文化の探究に、刺激あるアプローチでは

なかろうか。 
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